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連
載
３　

神
々
が
伝
え
る
た
た
ら
製
鉄

日
本
遺
産
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～
」

　

日
本
古
来
の
「
た
た
ら
製
鉄
」
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
重
要
な
産

業
で
あ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
技

と
歴
史
の
始
ま
り
は
神
話
に
よ
っ
て
彩

ら
れ
て
い
ま
す
。

た
た
ら
製
鉄
を
伝
え
る
出
雲
神
楽

　

私
た
ち
は
ス
サ
ノ
オ
の
ヤ
マ
タ
ノ
オ

ロ
チ
退
治
神
話
の
世
界
を
、
神
楽
を
通

じ
て
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出

雲
地
方
で
は
、
こ
の
神
話
を
「
た
た
ら

製
鉄
の
歴
史
」
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら

語
り
継
い
で
き
ま
し
た
。
登
場
す
る
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
砂
鉄
採
取
の
影
響
で

氾は
ん
ら
ん濫
す
る
川
に
な
ぞ
ら
え
、
退
治
し
た

オ
ロ
チ
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
剣
を
製
鉄

の
象
徴
に
、
イ
ナ
タ
ヒ
メ
は
砂
鉄
採
取

の
跡
地
に
拓
か
れ
た
稲
田
に
見
立
て
て

い
ま
す
。
神
話
は
、
神か
み
よ代

の
時
代
か
ら

た
た
ら
製
鉄
が
こ
の
地
域
の
生
活
や
文

化
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

企
画
展
「
山
本
陶
秀
と
青
戸
慧

―
日
本
の
心
を
視
る
―
」
間
も
な
く

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36

－

０
８
８
０
　
　

鉄
の
神
様
を
祀ま
つ

る

金
屋
子
神
社

　

広
瀬
町
に
は
鉄

の
女
神
様
「
金
屋

子
神
」
を
祀
る
金
屋
子
神
社
の
総
本
社

が
あ
り
ま
す
。
金
屋
子
神
は
現
在
の
兵

庫
県
か
ら
シ
ラ
サ
ギ
に
乗
っ
て
広
瀬
町

西
比
田
に
た
ど
り
着
き
、
こ
の
地
に
た

た
ら
の
技
を
伝
え
ま
し
た
。
人
々
は
金

屋
子
神
に
お
参
り
し
、
製
鉄
や
鍛
冶
な

ど
の
仕
事
の
成
功
を
祈
っ
て
き
ま
し

た
。
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
で
あ
っ
た
江

戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
は
、
中
国
山

地
を
は
じ
め
大
阪
、
四
国
、
九
州
で
も

信
仰
。
金
屋
子
神
社
の
鳥
居
や
灯
籠
に

は
各
地
の
信
仰
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
、

信
仰
の
広
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

一
方
、
金
屋
子
神
に
は
興
味
深
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
好
物
で
あ
る
ミ
カ
ン
を
い
た
だ

く
と
、
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

た
た
ら
に
関
す
る
出
前
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
和
鋼
博
物
館
（
電

話
23-

２
５
０
０
）
へ
。

▲各地で舞われる神楽は神代
の世界を伝えています。

　
20
年
前
の
開
館
に
際
し
て
、
創
設

者
の
加
納
溥ひ

ろ
き基

は
、
加
納
莞か

ん
ら
い蕾

の
絵

画
や
書
お
よ
び
平
和
運
動
の
資
料
の

ほ
か
、
古
備
前
や
備
前
焼
の
名
品
、

茶
の
湯
の
名
碗
、
小
野
竹
喬
と
池
田

遙
邨
の
日
本
画
お
よ
び
安
来
ゆ
か
り

の
作
家
の
作
品
を
収
集
し
ま
し
た
。

　
12
月
10
日
か
ら
始
ま
る
企
画
展
で

は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
山

本
陶
秀
と
青
戸
慧け
い

の
二
人
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ろ
く
ろ
の
名
人
と
い
わ
れ
た
陶
秀

は
、
温
雅
な
作
風
が
高
く
評
価
さ

れ
、
81
歳
で
人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
常
に
新
し
い
備
前
焼
や
自

分
ら
し
い
備
前
焼
を
目
指
し
て
制
作

に
励
み
ま
し
た
。

　
安
来
市
出
身
の
青
戸
慧
は
、
17
歳

の
時
に
塑
像
作
品
が
商
工
省
工
芸
展

で
初
入
選
。
以
来
、
多
く
の
塑
像
を

作
り
ま
し
た
が
、
戦
後
は
和
紙
を
素

材
と
し
た
紙
塑
人
形
作
家
に
転
じ
ま

し
た
。
ま
た
墨
彩
画
で
も
新
た
な
境

地
を
切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。

　
二
人
は
独
自
の
世
界
を
築
く
こ
と

を
大
い
な
る
喜
び
と
し
ま
し
た
。
作

品
を
通
し
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
感
動

に
出
会
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

《
会
　
期
》
12
月
10
日
（
土
）
～
平

成
29
年
３
月
13
日
（
月
）
ま
で
。
な

お
、
12
月
25
日
か
ら
１
月
10
日
と
毎

週
火
曜
日
は
休
館
。

《
開
館
時
間
》
９
時
か
ら
16
時
30
分
。

た
だ
し
入
館
は
16
時
ま
で
。

《
入
館
料
》
一
般
１
０
０
０
円
、
学

生
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円
、
団

体
（
20
人
以
上
）
８
０
０
円
。

↑

山
本
陶
秀
「
獅
子
置
物
」 

安来市・奥出雲町・雲南市　共同企画

▲
金
屋
子
神
社
本
殿

は
総
ケ
ヤ
キ
造
。


